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れた鉄道の信号係員の “come on to me（私のところま
















































かをしているときに卒中を発症し “on the booze．（酔っ
払って）” のＲＵを呈した症例で，２つ目はいかがわし
いモラルを持つ，魅力的な若い女性が脳出血後に “Not 
tonight,I am too tired．（今夜はだめ，疲れているわ）”
以外は言わなかったという症例である．Alajouanine
は，Jackson の解釈は Gowers の解釈とは異なり，もっ
と意味深く，広い解釈を含むものとして以下の症例を
示した．ある作家が朝目覚めた時にベッド上で発症し，






"Ai bien dit（Indeed I told you so）（私がそう言ったでしょ
う）” という常同言語が残存した１例である．その他に
接客中に発症し "The customer, the boss, the customer, 
this evening．（お客さん，店長，お客さん，今夜）” と
いう 肉屋の店員の症例，新年の葉書を嫌々ながら多数
書き終えて発症した "Must write, must write（書かなく
ては，書かなくては）” の症例，校舎の屋根の上で発症





たとえば，作家の "Farewell, the things of this world,” は
発症して強まる症状を感じながら自己の状況を持ち前の
表現力で咄嗟に表すという内的な影響が考えられ，かわ
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